




ibasapo
吹き出し
メール可



ibasapo
テキスト ボックス
記入不要

ibasapo
テキスト ボックス
記入不要

ibasapo
テキスト ボックス
茨城・森から家Netオリジナルシールの写真貼付

ibasapo
テキスト ボックス
茨城・森から家Net　専用ノボリの写真貼付



＜長寿命型　様式１３（在来工法等）＞　               

・対象住宅の建築主（売買契約による場合は買主）

↑ 姓と名の間は文字を空けて記入してください。複数の場合は「、」で区切ってください。
　　売買契約による住宅の場合は「買主の氏名」を記入してください。

・地域材を利用する部材の使用量実績表

単位 単位

1 3 1 3

6 4 6 4

9 7 9 7

7 4 7 4

0 0

0 0

（注1）

（注2）

（注3）

（注4）

※1　1階（最下階）床は含まれません。 ※2　大引は含まれません。

（注5）木材の使用量は、小数点以下第3位切り捨てとし、使用割合は小数点以下切り捨てとして記入してください。
（注6）

（注7）

（注8）共通ルールに応じて「単位」欄に、「ｍ３」「ｍ２」「枚」等の単位を記入してください。

（注）この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

共通ルールで「○ｍ3以上使用する」等、使用量を定めている場合は、（Ａ）欄は空欄とし、（Ｂ）欄に「地域材」に該当する木
材の使用量を記入してください。

【H29】長寿命型　地域材使用量実績表（在来工法等）

9

2

1

5

２×４工法 縦枠、上下枠 床根太、端根太 ※1 頭つなぎ 　　土台 ※2

共通ルールで 「全てに使用する」「過半に使用する」「○○％以上使用する」等、使用割合を定めている場合は、（Ａ）欄には
対象部位の木材の全使用量を、（Ｂ）欄には（Ａ）欄のうち「地域材」に該当する木材の使用量を記入してください。

地域材利用に関する掛かり増し費用に対する補助の加算を受ける場合は、主要構造材（柱・梁・桁・土台）の過半に地域材
を使用する必要があります。

工法に応じた部位名を記載してください。在来工法の主要構造材（柱・梁・桁・土台）を他の工法で読み替える場合は、丸太組
工法については、「使用する木材全量」で読み替え、２×４工法については、下表のとおり読み替えることとします。

在来工法 柱 梁 桁 土台

％

地域材使用に関する共通ルールを満たしていることが確認できるよう記入し、グループを通して、同じような形式でまとめてく
ださい。（使用部位は、グループの共通ルールに合わせて修正、追記してください。）

共通ルールで、主要構造材や羽柄材等、部位毎に「使用割合」や「使用量」を定めている場合は、共通ルールの内容に合う
よう集計し記入してください。

対象木材の使用割合
（B/A×100）

合計

％

3

対象木材の使用割合
（B/A×100）

合計 2 ｍ3

2 ｍ3
○２次部材（間柱、母屋・棟木・隅木・谷木・小屋
束・火打・垂木・大引・地束）：地域材を1棟当たり
2㎥以上使用する

（間柱、母屋・棟木・隅
木・谷木・小屋束・火
打・垂木・大引・地束）2

2次部材 ｍ3

○主要構造材（柱・梁桁・土台）：60％以上地域
材を使用する

対象木材の使用割合
（B/A×100） 6 9 ％

合計 ｍ3 6 ｍ3

ｍ3 1 ｍ3

ｍ3
地域材の種類
○合法木材の証明がなされた八溝材　杉・桧　を使用する

○合法木材の証明がなされた　国内　杉・桧　を使用する

○柱材：乾燥３寸５分角柱以上　又は　集成材３寸５分
角柱以上　を出来る限り全ての範囲に地域材を使用す
る

梁・桁 ｍ3 2 ｍ3

土台

合計（A） 該当する使用量（B）

1

柱 ｍ3 2

１戸の対象住宅につき１枚のシートを作成してください。２戸以上の対象住宅について報告する場合はシートを追加して作成してください。

地域材使用量実績表【補助事業者記入用】

建築主氏名

共通ルールで定めた
使用部位

材積

共通ルールで定めた使用割合、使用量対象部位毎の使用量の 左欄のうち「地域材」に

名前記入

地域材とそれ以外の材料（米松等）を含んだ材積を記入

してください。

グループ構成員から納材する八溝材かつ合法木材 杉・

桧又は 合法木材 国内杉・桧による立米数を記入してく

ださい。

『0㎥』であっても『0』を記入してください。

地域材が60％以上使用しているか確認してください。

2次部材に使用した。地域材 の立米数を記入してください。

地域材を2立米以上使用しているか確認してください。



＜長寿命型　様式１４＞　               

・対象住宅の建築主（売買契約による場合は買主）

↑ 姓と名の間は文字を空けて記入してください。複数の場合は「、」で区切ってください。
　　売買契約による住宅の場合は「買主の氏名」を記入してください。

・対象住宅における地域材供給体制実績表

① ② ③

No. 変更 No. 変更 No. 変更

43 43 43

47

No. 変更 No. 変更 No. 変更

No. 変更 No. 変更 No. 変更

No. 変更 No. 変更 No. 変更

No. 変更 No. 変更 No. 変更

No. 変更 No. 変更 No. 変更

No. 変更 No. 変更 No. 変更

施工 　※下記に該当する場合は□にチェックを付けてください。

　『 「対象住宅における地域材供給体制実績表」の記載に関する注意事項 』 を参照のうえ
　上記の表を作成してください。

（注）この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 【H29】長寿命型　地域材供給体制実績表

補助事業者
（施工者） ○○工務店 □ 自社加工

補助事業者（Ⅵ.施工）において、自社工場や手刻み等
により木材加工を行うためプレカットを含まない。

▼ ▼ ▼

最終出荷者

原木供給

▼ ▼ ▼

製材

株式会社　茨城木材相互市場 3 株式会社　茨城木材相互市場 3 株式会社　茨城木材相互市場 3

茨城東部プレカット　協同組合 22

流通（商流） 流通（商流） 流通（商流）

プレカット プレカット プレカット

茨城東部プレカット　協同組合 22 茨城東部プレカット　協同組合 22

株式会社　茨城木材相互市場 3 株式会社　茨城木材相互市場 3 株式会社　茨城木材相互市場 3

47 株式会社　ヤマサンワタナベ 48

流通 流通 流通

製材・集成材製造・合板製造 製材・集成材製造・合板製造 製材・集成材製造・合板製造

有限会社　野上製材所 9 二宮木材　株式会社

事業者名 二宮木材　株式会社

※使用した地域
材の供給に携
わった事業者に
ついて、供給経
路毎に、原木供
給事業者を起
点にして上から
順に記入してく
ださい。

※製材等事業
者以降で木材
の供給経路が
異なる場合は、
列を分けて事
業者名を記入し
てください。

原木供給 原木供給 原木供給

地域材供給 茨城県森林組合連合会 茨城県森林組合連合会 茨城県森林組合連合会

１戸の対象住宅につき１枚のシートを作成してください。２戸以上の対象住宅について報告する場合はシートを追加して作成してください。

地域材供給体制実績表【補助事業者記入用】

建築主氏名

認証制度等
の名称

合法木材証明制度 合法木材証明制度 合法木材証明制度

名前記入

ibasapo
直線



ibasapo
テキスト ボックス
記入済



ibasapo
テキスト ボックス
この様式15-3は三世代同居住宅専用です。該当しない方は不要な書式です。








